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日
頃
の
介
護
の
技
量
を
競
い
合
う
第
３
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
（
Ａ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
、
実
行
委
員
会
会
長
・
廣
江
研
こ
う
ほ
う
え
ん
理
事
長
）
が
１０
月
２
日
、
鳥
取
県
米
子
市
で
開
催
さ
れ
る
。
現
在
、
参
加
者
を
募
集
中
だ
。
介
護
職
が
「
選
手
」
と
な
り
、「
認
知
症
」「
食
事
」「
入
浴
」「
排
泄
」「
看
取
り
」「
口
腔
ケ
ア
」
の
６
分
野
で
技
量
を
競
う
、
介
護
版
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
言
え
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
テ
ー
マ
ご
と
に
課
題
に
応
じ
た
実
技
を
披
露
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
上
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
審
査
・
評
価
す
る
。
予
選
で
高
評
価
の
３
名
を
選
出
し
、
本
選
を
行
い
、
優
秀
者
を
選
出
す
る
。
単
に
技
量
を
比
べ
る
だ
け
で
な
く
、
介
護
と
は
何
か
を
考
え
、
利
用
者
や
家
族
、
地
域
の
人
々
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
介
護
を
支
え
る
土
壌
を
は
ぐ
く
む
の
が
狙
い
と
い
う
。
「
平
穏
死
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
し
た
石
飛
幸
三
氏
の
記
念
講
演
を
行
う
。
氏
は
世
田
谷
区
の
芦
花
ホ
ー
ム
の
常
勤
医
。
同
名
の
著
書
の
中
で
、
末
期
の
高
齢
者
が
胃
ろ
う
で
た
だ
命
を
長
ら
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
般
に
広
く
問
題
提
起
し
た
。
午
前
９
時
か
ら
。
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
。
選
手
対
象
は
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、看
護
師
な
ど
。先
着
９０
人
。選
手
参
加
費
は
５
千
円
。問
い
合
わ
せ
は
、０
８
５
９
・
２
４
・
３
１
１
へ
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
お
け
る
「
分
析
」
と
「
直
感
」
の
問
題
は
、
施
設
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
取
り
組
む
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
介
護
職
員
が
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
施
設
や
、
も
う
一
度
基
本
に
立
ち
返
っ
て
自
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
見
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
施
設
は
、
利
用
者
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
特
に
「
分
析
」
に
力
点
を
置
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、「
分
析
」
へ
の
取
り
組
み
は
、
施
設
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
分
析
志
向
の
発
想
を
活
用
し
て
介
護
の
標
準
的
な
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
き
ち
ん
と
実
現
し
た
上
で
、
日
頃
鍛
え
た
熟
練
技
術
・
高
度
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
加
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
本
格
的
に
展
開
す
る
に
は
、
ま
ず
分
析
志
向
の
発
想
に
立
ち
、
さ
ら
に
熟
練
志
向
の
発
想
へ
と
進
め
て
い
く
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
新
入
職
員
の
よ
う
な
未
熟
練
の
人
材
が
中
心
の
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
い
き
な
り
熟
練
志
向
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
い
こ
う
と
い
う
の
は
、
少
々
ま
ず
い
や
り
方
だ
。
さ
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
案
し
実
施
し
て
い
く
に
は
的
確
な
分
析
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
分
析
作
業
に
集
中
し
過
ぎ
る
と
、「
分
折
マ
ヒ
症
候
群
」
と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
分
析
を
毛
嫌
い
す
る
反
動
で
直
感
（
熟
練
）
を
過
度
に
重
視
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
施
設
も
あ
り
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
思
い
は
体
で
受
け
止
め
て
心
で
感
じ
取
れ
と
い
う
よ
う
な
施
設
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
時
と
し
て
「
熟
練
過
多
症
候
群
」
と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
ど
ち
ら
も
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
対
し
て
逆
機
能
（
悪
影
響
）
を
及
ぼ
す
の
で
、
な
か
な
か
難
し
い
。
分
折
マ
ヒ
症
候
群
の
逆
機
能
と
は
、
例
え
ば
、
①
分
析
対
象
と
な
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
だ
け
に
目
が
向
け
ら
れ
、
そ
の
項
目
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
だ
け
が
介
護
の
目
的
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
て
分
析
作
業
の
省
力
化
を
進
め
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
分
析
・
抽
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
の
う
ち
ど
れ
を
重
視
す
べ
き
な
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
そ
の
判
断
の
た
め
に
議
論
が
混
乱
し
て
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
次
に
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
る
。
③
分
析
の
方
に
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
実
行
の
方
が
手
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
熟
練
過
多
症
候
群
の
逆
機
能
と
は
、
例
え
ば
、
①
熟
練
し
た
職
員
が
実
施
し
た
い
と
思
う
難
し
い
介
護
の
方
に
目
が
向
い
て
い
る
の
で
、
気
付
き
が
な
い
（
少
な
い
）
職
員
で
は
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
②
熟
練
し
た
職
員
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
が
多
く
な
り
が
ち
で
、
未
熟
練
の
職
員
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
。
③
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
直
感
的
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
項
目
を
抽
出
す
る
の
で
、
と
き
ど
き
見
落
と
し
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
分
析
し
た
結
果
に
従
っ
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
（
見
直
し
）、
的
確
に
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
分
析
の
リ
ス
ト
に
ば
か
り
目
が
行
き
、
目
の
前
の
利
用
者
が
見
え
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
に
力
量
が
あ
れ
ば
分
析
志
向
で
あ
っ
て
も
直
感
（
熟
練
）
志
向
で
あ
っ
て
も
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
案
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
逆
に
力
量
が
な
け
れ
ば
分
析
志
向
、
直
感
志
向
に
か
か
わ
ら
ず
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
で
き
な
い
。
ど
ち
ら
の
見
解
も
も
っ
と
も
な
の
で
、
問
題
は
む
し
ろ
両
者
の
融
合
に
あ
り
そ
う
だ
。
さ
て
、
両
者
の
融
合
と
は
、
直
感
的
に
言
う
と
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
お
け
る
「
分
析
」
と
「
直
感
」
を
く
っ
つ
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
分
析
」
志
向
が
正
し
い
と
信
じ
て
い
る
施
設
や
職
員
は
、
ど
う
し
て
も
分
析
に
力
を
入
れ
過
ぎ
に
な
り
、
逆
に
「
直
感
」
志
向
が
正
し
い
と
信
じ
て
い
る
施
設
や
職
員
は
、
ど
う
し
て
も
直
感
に
力
を
入
れ
過
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ど
ち
ら
か
に
偏
っ
て
し
ま
う
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
の
だ
。
そ
れ
な
り
に
分
析
し
な
が
ら
、
そ
れ
な
り
に
直
感
で
見
る
と
い
う
こ
と
が
、
く
っ
つ
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
な
か
な
か
直
感
的
に
う
ま
く
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
分
析
的
に
説
明
を
重
ね
る
こ
と
に
し
よ
う
。
例
え
ば
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
や
り
方
に
「
セ
ン
タ
ー
方
式
」
と
い
う
変
わ
っ
た
名
称
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
小
合
わ
せ
て
１６
枚
の
用
紙
を
使
っ
て
行
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
式
で
あ
る
。
う
ん
ざ
り
す
る
く
ら
い
に
用
紙
の
枚
数
が
多
い
の
で
、
す
こ
ぶ
る
評
判
が
悪
く
、
し
か
も
し
ん
ど
い
割
に
は
大
し
て
う
ま
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
な
い
困
り
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
融
合
は
、
こ
れ
を
例
に
、
こ
う
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
現
場
の
職
員
が
こ
の
セ
ン
タ
ー
方
式
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
の
は
、
分
析
の
作
業
が
余
り
に
膨
大
で
あ
り
、
う
ん
ざ
り
す
る
く
ら
い
に
時
間
を
取
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
直
感
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
と
は
、
例
え
ば
項
目
の
数
な
ど
を
も
っ
と
少
な
く
し
て
分
析
の
作
業
の
時
間
を
も
っ
と
減
ら
し
、
減
っ
た
分
、
直
感
的
に
感
じ
た
こ
と
を
書
く
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
時
間
の
観
点
か
ら
の
融
合
を
考
え
て
み
る
。
あ
る
い
は
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
よ
う
な
や
ぼ
っ
た
い
や
り
方
よ
り
も
、
も
っ
と
専
門
的
で
洗
練
さ
れ
た
や
り
方
の
方
が
好
き
だ
と
い
う
施
設
も
多
い
と
思
う
の
で
、
例
え
ば
利
用
者
を
直
感
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
の
が
上
手
な
職
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
し
て
み
ん
な
が
直
感
的
に
分
析
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
も
い
い
。
ど
う
融
合
す
る
か
は
施
設
の
自
由
で
あ
る
が
、
現
場
の
職
員
が
空
白
を
埋
め
ら
れ
な
く
て
困
っ
て
い
る
よ
う
な
シ
ー
ト
を
作
っ
た
こ
と
自
体
、
明
ら
か
に
「
問
題
行
動
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
介
護
の
常
識
は
社
会
の
非
常
識
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。（
東
北
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授
・
岡
田
耕
一
郎
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
・
岡
田
浩
子
）
●
「
介
護
事
故
対
策
セ
ミ
ナ
ー
―
ひ
や
り
ハ
ッ
ト
の
分
析
か
ら
そ
の
後
の
対
応
方
法
な
ど
」、
９
月
１８
日
１０
時
〜
、
名
古
屋
市
・
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
、
ユ
ー
・
ユ
ー
・
ユ
ー
０
６
・
６
８
３
８
・
８
７
８
７
●
「
可
搬
型
階
段
昇
降
機
安
全
指
導
員
講
習
（
基
礎
講
習
）」、
９
月
２５
日
１０
時
〜
、
東
京
都
新
宿
区
・
飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
、
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
０
３
・
３
２
６
６
・
６
８
８
４
●
「
第
２７
回
リ
ハ
工
学
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
福
岡
―
リ
ハ
工
で
縁
活
！
〜
技
術
と
知
識
が
つ
な
が
る
機
会
」、
８
月
２３
〜
２５
日
、
福
岡
市
・
ア
ク
ロ
ス
福
岡
、
実
行
委
員
会
事
務
局
０
９
４
８
・
２
４
・
７
５
０
０
（
内
線
１
６
０
・
１
６
１
）
●
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
全
国
事
例
研
究
発
表
会
東
日
本
大
会
」、
７
月
２５
日
１２
時
３０
分
〜
、さ
い
た
ま
市
・
大
宮
法
科
大
学
院
２
階
講
堂
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
０
４
８
・
６
５
１
・
６
４
８
７
●
「
地
域
包
括
ケ
ア
と
こ
れ
か
ら
の
訪
問
介
護
事
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」、
１０
月
１７
日
１３
時
〜
、
東
京
都
中
央
区
・
銀
座
同
和
ビ
ル
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
研
究
会
０
３
・
６
２
２
８
・
５
９
９
５
●
「
２
０
１
２
年
制
度
・
報
酬
改
定
セ
ミ
ナ
ー
」、
９
月
８
日
１０
時
〜
、
さ
い
た
ま
市
・
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
、
日
本
訪
問
看
護
財
団
０
３
・
５
７
７
８
・
７
０
０
５
●
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
介
護
予
防
・
健
康
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
新
潮
流
」、
８
月
４
日
１０
時
〜
、
名
古
屋
市
・
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
、
日
本
医
療
・
病
院
管
理
学
会
・
東
海
病
院
管
理
学
研
究
会
共
催
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
０
・
３
４
８
８
・
１
８
６
５
●
「
デ
イ
運
営
セ
ミ
ナ
ー
」、
９
月
８
日
１０
時
〜
、
横
浜
市
・
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜
、
日
本
通
所
ケ
ア
研
究
会
事
務
局
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
内
）
０
８
４
・
９
７
１
・
６
６
８
６
●
「
選
ば
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
方
法
〜
ケ
ア
マ
ネ
と
の
つ
き
合
い
方
〜
」、
１１
月
１４
日
１３
時
３０
分
〜
、
東
京
都
千
代
田
区
・
貸
会
議
室
「
内
海
」、
フ
ァ
イ
ト
０
３
・
５
３
４
５
・
９
４
８
１
※
詳
細
は
弊
紙
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http
://w
w
w
.silver-
new
s.com
/
）
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
（
大
橋
謙
作
理
事
長
）
は
９
月
１
日
〜
７
日
の
日
程
で
、「
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
管
理
指
導
者
養
成
研
修
」
を
実
施
す
る
。
会
場
は
東
京
都
新
宿
区
の
同
協
会
。
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
上
級
資
格
の
位
置
付
け
で
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
の
講
師
や
福
祉
用
具
事
業
所
の
管
理
職
と
し
て
活
躍
で
き
る
知
識
・
技
術
の
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
受
講
対
象
は
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
者
。「
起
居
移
乗
」「
車
い
す
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
「
福
祉
用
具
工
学
」「
管
理
・
指
導
」
の
４
コ
ー
ス
計
２
０
２
・
５
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
、
全
て
の
コ
ー
ス
の
修
了
を
持
っ
て
資
格
認
定
さ
れ
る
仕
組
み
。
資
格
者
に
は
、
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
講
師
と
し
て
活
躍
す
る
道
が
開
か
れ
る
。
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
氏
名
や
所
属
地
域
、
担
当
科
目
の
情
報
を
掲
載
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
コ
ー
ス
修
了
ご
と
に
、「
リ
フ
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
修
了
証
」
（
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
認
定
）、
「
車
い
す
安
全
整
備
士
」（
日
本
福
祉
用
具
評
価
セ
ン
タ
ー
認
定
）
な
ど
の
福
祉
用
具
関
連
の
専
門
資
格
が
取
得
で
き
る
。
毎
年
２
コ
ー
ス
を
開
催
予
定
で
、最
短
で
の
資
格
取
得
は
２
年
間
。現
状
で
は
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
要
素
が
強
い
研
修
だ
が
、同
協
会
で
は
将
来
的
に
介
護
保
険
制
度
へ
の
位
置
付
け
も
要
望
し
て
い
く
と
い
う
。
９
月
に
開
催
す
る
の
は「
起
居
移
乗
」コ
ー
ス（
計
４８
時
間
）
で
受
講
料
は
７
万
６
８
０
０
円
。定
員
２０
名
。申
し
込
み
は
７
月
３１
日
ま
で
。同
協
会
普
及
部
０
３
・
３
２
６
６
・
６
８
８
４
へ
。
東
邦
レ
オ
が
小
冊
子
作
成
介
護
施
設
の
節
電
支
援
外
断
熱
工
事
な
ど
省
エ
ネ
化
支
援
の
東
邦
レ
オ
（
大
阪
市
、
橘
俊
夫
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
「
高
齢
者
施
設
の
た
め
の
節
電
読
本
」
を
作
成
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
端
を
発
す
る
電
力
供
給
不
足
を
受
け
、
小
予
算
で
利
用
者
・
ス
タ
ッ
フ
に
負
担
を
掛
け
ず
に
効
率
的
に
行
え
る
節
電
行
動
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
の
が
目
的
。
希
望
者
に
１
千
円
で
販
売
す
る
。
外
断
熱
事
業
部
０
３
・
５
９
０
７
・
５
６
０
０
へ
。
Ｑ：
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
こ
と
も
考
え
、
資
格
手
当
を
創
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
何
か
気
を
つ
け
て
お
く
べ
き
点
は
、
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
Ａ：
賃
金
制
度
は
、「
職
員
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
要
求
す
る
の
か
？
」、「
ど
う
い
う
方
向
に
進
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
か
？
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
か
ら
、
資
格
取
得
を
奨
励
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
手
当
支
給
を
考
え
る
の
は
、
良
い
と
は
思
い
ま
す
。
た
だ
、
や
み
く
も
に
手
当
を
支
給
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
事
務
部
門
の
方
が
、
介
護
に
関
す
る
資
格
取
得
を
行
う
こ
と
は
、
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
業
務
に
直
接
、
活
か
せ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
簿
記
の
資
格
を
取
得
し
た
ほ
う
が
業
務
に
は
活
用
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
資
格
手
当
も
２
本
立
て
で
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
資
格
取
得
手
当
と
資
格
活
用
手
当
で
す
。
資
格
取
得
手
当
は
、
現
在
、
直
接
、
業
務
に
は
活
か
せ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
資
格
取
得
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
報
い
る
た
め
に
支
給
し
ま
す
。
性
格
的
に
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
対
し
て
支
給
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
一
方
、
資
格
活
用
手
当
は
、
そ
の
資
格
を
業
務
で
活
か
せ
て
い
る
場
合
に
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
当
然
、
貢
献
度
は
資
格
を
活
か
せ
て
い
る
場
合
の
ほ
う
が
高
い
の
で
、
資
格
活
用
手
当
の
ほ
う
が
、
大
き
な
手
当
額
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
一
般
的
で
す
。
ま
た
、
比
較
的
、
取
得
し
や
す
い
資
格
に
関
し
て
は
、
資
格
取
得
時
に
お
け
る
一
時
金
支
給
に
す
れ
ば
、
毎
月
の
コ
ス
ト
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
資
格
手
当
は
、
割
増
賃
金
を
算
定
す
る
際
の
基
礎
賃
金
に
な
る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
（
滋
賀
オ
フ
ィ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
糀
谷
博
和
）
職員への資格手当支給
活用度、難易度勘案を
介護の五輪
１１
参
加
者
９０
人
を
募
集
３３３
Ａ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
１０
月
２
日
米
子
市
で
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
管
理
指
導
者
研
修
開
催
テクノエイド協会
９月に東京で
新人に「直感で」は無謀
分析から段階を踏んで
「分析」対「直感」②
イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
に
行
こ
う
！
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